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ごあいさつ

平素よりＪＡ事業に対し特段のご理解と多大なるご協力をいただき深く感謝

申し上げます。 

さて、世界経済においては、先進国と新興国の回復速度は不均衡な状況にあ

ります。     

そのなかで日本経済では、雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回

復基調が続いています。また、農業就業人口の減少や高齢化、遊休地や耕作放

棄地の増加、農地流動化の停滞、野生鳥獣による農作物被害の増加、農畜産物

の価格低迷による農家経営の圧迫など、農村地域の活力維持や地域資源の適正

な保全管理にかかる課題が山積みしています。 

将来のＪＡの姿を見据えた場合、農協改革の実行を確実なものにするための

経営基盤強化は不可欠なものとして、喫緊に対応を図る必要があります。 

これからも地域のＪＡとして変わらぬ組合員サービスを図り、農業所得増大

を推し進めていくために、ＪＡ北群渋川と合併について研究を継続していきま

す。 

ＪＡでは、改正農協法による、事業目的や理事構成の見直し、中央会の組織

変更、准組合員の利用規制等への対応が必要です。 

今後、長期化するマイナス金利政策や農林中金の奨励金水準引き下げ等の影

響によりＪＡの収益性の低下が懸念されます。 

このような情勢の下、平成３０年度は第７次中期３ケ年計画の最終年度であ

り、ＪＡ自己改革を着実に実践し、組合員や地域住民に期待され、また必要と

される組織となるよう全力で取り組んでまいります。 

今後は更に厳しい経営環境が続くと思われますが、法令等を遵守し更なる経

営の健全性・透明性の確保に向け、役職員一丸となって積極的な事業展開を実

践してまいりますので、組合員の皆様には、なお一層のご理解とご協力をお願

い申し上げます。 

                                    

                     赤城橘農業協同組合         

                     代表理事組合長 萩原 一夫 


